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デクスメデトミジン濃度の違いがリドカイン塩酸塩の坐骨神経複合活動電位と
神経内リドカイン量に及ぼす影響
町田詩織
論文内容の要旨
局所麻酔薬に添加されている血管収縮薬は血圧上昇と心機能冗進を生じる。降圧作用と心機能抑制
作用を有するα2アドレナリン受容体作動薬のデクスメデトミジン(DE刃を摘出神経に作用させると、
リドカインの麻酔作用を増強し作用時間を延長させることが知られている。しかし、腕vivoにおける
報告はほとんどない。そこで、ラット大腿二頭筋にDEX添加リドカインを投与して複合活動電位
(CAPs)を測定し､DEX濃度の違いがリドカインの局所麻酔作用の延長に与える効果を検討した｡また、
14C標識リドカイン塩酸塩を用いてDEXによるリドカインの局在延長効果を検討した。その結果、以
下の結論を得た。
1.DEXはCAPsを濃度依存的に抑制した。
2.DEXとリドカインは相乗的にCAPsを抑制した。
3.DEX添加によって神経内リドカイン量が有意に増加した。
したがって、DEXは生体内でもリドカインの麻酔作用を増強し作用時間を延長させることが確認
された。
諭文審査の要旨
本研究は､降圧および心機能抑制作用を有するDEXがリドカインの麻酔作用に与える効果を検討す
ることを目的に、ラット大腿後部にDEX添加リドカインを投与してCAPsとリドカイン量を測定した
ものである。その結果、DEXはリドカインのCAPs抑制作用を増強し局在を延長させた。これらの知
見は局所麻酔薬に添加する血管収縮薬の開発に有用な示唆を与えるものである。
以上は､歯学に寄与するところが多く､博士(歯学)の学位に値するものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
町田詩織に対する最終試験は、主査菊池憲一郎教授、副査沼部幸博教授、副査代居敬教授
によって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
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